
 

労働トラブルの未然防止に力を入れている 

社会保険労務士 
 丸山事務所 通信 

 
２０２１年１２月（第１５１号）  

  本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号、メー

ルアドレスを教え頂いた会社さんへお送りし

ております。不要の方はお手数ですがメー

ル、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連絡下さい

ますようお願い申し上げます。 

   
 

人事評価制度 

会社の長期的な成長を目指した人事評価制

の導入、運用を支援します。次の効果が見込

まれます。 

 会社理念、会社方針の浸透 

 優秀な人材の育成 

 優秀な人材の定着 
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ワークエンゲージメント 

働くことの価値観が多様化するに伴ってワーク

エンゲージメント（WE と略す）の向上が重要と

いわれるようになりました。今回は WE の重要性

及び測定方法を紹介します。 

 WE とは・   

エンゲージメントとは本来は「約束」とか「婚

約」とかの意味です。ビジネス用語に転じて「つ

ながり」との意味を持ち、これにワークがつい

て、仕事と社員の関係を示す概念として使われて

います。社員が仕事に対して前向きで活き活きと

取り組んでいる状態を WE が高いと言います。 

この概念が重要視されるようになったのは、社

員の仕事に対する価値観が多様化したことと言わ

れています。かつては多くの社員の人生の目標が

「出世の階段を人より早く昇って高い収入を得る

こと」のようなところがありました。現在では収

入はある程度にあればよく、「やりがいのある仕

事をしたい」、「家族との生活を充実させたい」と

人により目標が異なってきています。 

 WE が高い状態・   

「社員が仕事に対して前向きで活き活きと取り

組んでいる状態」が WE の高い状態と上述しまし

た。この状態での会社側のメリットは、①生産

性、②定着率、③業績、および④企業価値の向上

があります。同時に社員側のメリットには、①仕

事や会社への満足感、②心と体の健康、③ワーク

ライフバランスの実現があります。 

 WE を向上させるためには・   

仕事の要求度と資源のバランスによって WE は

高まったり低まったりすると言われています。仕

事の要求度、つまり仕事に要求されるスピードや

ノルマ、あるいは質が過大になると WE は低下し

ます。一方の資源には設備やスキル向上のための

教育、良好な人間関係、あるいは上司の優れたマ

ネジメント等があります。資源が豊かであれば、

仕事の要求度が多少高まっても WE は低下するこ

とはありません。逆に仕事の要求度が高いのに資

源が乏しくバランスが狂うと、ワークホリックや

燃え尽き症候群あるいはうつ病を発症したりしま

す。そこまでいかなくても、社員は離職したり無

気力になったりしてしまいます。 

WE を向上させるためには、仕事の要求度に応

じて資源を適切に提供することに尽きます。 

 WE の測定方法・   

WE の向上を図るには、現在および施策後の状

態を測定する必要があります。今日、多くの会社

から WE 測定サービスが提供されています。この

提供を受けることもよい方法ですが、無料で直ぐ

にできる方法としてギャラップ社の「Q12（キュ

ー・トゥエルブ）」がお勧めです。これは、たっ

た１２の質問にＹｅｓかＮｏで答えるだけで WE

を測定するものです。例えば、１問目は「職場で

自分が何を期待されているのかを知っている」、

１２問目は「この 1 年のうちに、仕事について学

び、成長する機会があった」といった具合です。

「Q12（キュー・トゥエルブ）」については後日

改めて紹介することにします。 

 まとめ・   

社員は会社の財宝です。この財宝をより光り輝

かせるのは会社の施策次第です。WE 向上に配慮

した充分な資源を提供して、会社の発展と社員の

幸福を実現して欲しいものです。 


